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要望・陳情・表彰

栗
原
保
健
所
の
継
続
を
求
め
る

議会が県に要望

　

12
月
定
例
会
に
陳
情
８
件
提

出
さ
れ
ま
し
た
。(

敬
称
略)

最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業

支
援
の
拡
充
、
格
差
の
な
い
全

国
一
律
最
賃
制
度
の
確
立
を
求

め
る
政
府
に
対
す
る
意
見
書
採

択
の
陳
情
書
に
つ
い
て

宮
城
県
春
闘
共
闘
会
議

　
　

代
表
幹
事　

高
橋　

正
行

「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

の
実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
た
め
の
意
見
書
」
採

択
を
求
め
る
陳
情
書
の
提
出
に

つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
３
件

宮
城
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　

執
行
委
員
長　

中
山　
　

修

米
軍
基
地
負
担
の
軽
減
及
び
日

米
地
位
協
定
の
見
直
し
に
関
す

る
陳
情

日
米
地
位
協
定
問
題
を
考
え
る

宮
城
の
会

　
　
　

責
任
者　

佐
藤　

春
治

女
川
原
発
再
稼
動
を
認
め
る
宮

城
県
決
議
へ
の
反
対
表
明
を
求

め
る
陳
情
書

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
件

　
　
　
　
　
　

浅
利　

志
津
子

陳
　
情

　

県
は
当
初
、「
保
健
所
の
再

編
は
、
人
員
を
集
約
し
、
柔
軟

で
機
動
的
な
対
応
を
強
化
す
る

た
め
。」
と
し
て
、
令
和
３
年

度
に
栗
原
保
健
所
を
大
崎
保
健

所
に
統
合
し
、
栗
原
保
健
所
を

支
所
に
す
る
計
画
で
し
た
。
し

か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
対
応
も
あ
り
、
１
年
間
延
期

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

要
望
書
の
主
な
内
容

　

保
健
所
は
感
染
症
対
策
の
み

な
ら
ず
、
精
神
保
健
対
策
や
難

病
対
策
、
地
域
医
療
の
確
保
な

ど
を
担
っ
て
お
り
、
地
域
住
民

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
機
関

と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
的
配
置

が
大
崎
保
健
所
に
集
中
し
た
場

合
、
保
健
所
か
ら
の
指
導
や
助

言
に
タ
イ
ム
ラ
グ
（
時
間
差
）

が
生
じ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、

感
染
症
拡
大
や
食
中
毒
の
発
生

な
ど
危
機
管
理
的
業
務
の
対
応

の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
地
域

の
公
衆
衛
生
の
中
核
機
関
と
し

て
、
今
後
も
栗
原
保
健
所
の
継

続
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
佐
野
副
知

事
は
、「
一
つ
の
保
健
所
で
常

に
チ
ー
ム
を
組
ん
だ
ほ
う
が
専

門
性
が
高
ま
り
、
技
術
継
承
も

や
り
や
す
く
な
る
」
と
統
合
に

理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

栗
原
保
健
所
の
統
合
は
、
１

年
延
期
さ
れ
ま
し
た
が
、
議
会

は
引
き
続
き
継
続
を
求
め
る
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
く
考
え
で

い
ま
す
。

　
議
会
は
11
月
16
日
、
議
員
23
人
で
県
庁
に
赴
き
、「
栗
原
保
健
所
の
継

続
を
求
め
る
」
要
望
書
を
佐
野
好よ

し

昭あ
き

副
知
事
に
手
渡
し
ま
し
た
。
副
知
事

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
や
食
品
営
業
な
ど
の
許
可
申

請
の
受
け
付
け
は
、
現
行
の
「
栗
原
保
健
所
」
が
「
支
所
」
に
な
っ
て
も

対
応
す
る
と
し
て
、
組
織
再
編
に
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

表　彰

鹿
か

野
の

　芳
よし

幸
ゆき

 議員
　令和２年宮城県文化の日表彰にお
いて、多年にわたる議員活動を通じ
て、地方自治の確立と住民福祉の向
上に尽力された功績により、宮城県
知事から表彰されました。

危
機
管
理
の

対
応
遅
れ
心
配

佐野副知事に要望書を提出

栗原保健所の必要性を説明
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議会
の新型コロ

ナ感染防止対策

議場（奥が議員席、手前が市長などの執行部席）

傍聴席
十分な間隔を確保するため、
25席ある座席を
２分の１の12席にしました。

議員控室
間隔を空けて、ジグ
ザグに着席していま
す。議員全員協議会
や朝の打ち合わせ、
昼食にも利用します。

委員会室
「議会だより」の編
集委員会なども、十
分な間隔を空けて会
議をします。

議長席
アクリル板を設置

一般質問席
アクリル板を設置

演壇（市長答弁など）
アクリル板を設置

　新型コロナ感染の防止対策として、６月定例議会から
発言者席へのアクリル板の設置、傍聴者の間隔の確保、
議場の出入口を開放するなどの対策をとって議会を開い
ています。

　

議
会
は
12
月
15
日
に
開
い
た

議
員
全
員
協
議
会
で
、
議
員
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
と
確
認
さ
れ
た
場
合
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
氏
名
を
公

表
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

濃
厚
接
触
者
の
段
階
で
は
公

表
は
し
ま
せ
ん
。

議
員
の
コ
ロ
ナ
感
染
時

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
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市
議
会
だ
よ
り 朝

ご
飯
で
農
業
を
応
援

魅
力
の
あ
る
栗
原
に

佐
さ

藤
と う

　光
こ う

輝
き

さん
（一迫）

高
た か

橋
は し

　和
か ず

恵
え

さん
（瀬峰）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
多
難
な
年
が
過

ぎ
、
干
支
は
丑
で
す
。
ゆ
っ
く

り
じ
っ
く
り
と
着
実
に
歩
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
４
月
は
栗
原

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
。
７

月
は
、
平
和
の
祭
典
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

10
月
ま
で
に
衆
議
院
議
員
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。
栗
原
市
の
ま

ち
づ
く
り
、
日
本
の
進
路
を
選

択
す
る
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
対
策
を
強
化
し
、
仕

事
や
日
常
の
暮
ら
し
を
取
り
戻

し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
親

し
み
の
持
て
る
紙
面
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

悟

発
行
責
任
者

議　
　

長　

佐　

藤　

久　

義

広
報
編
集
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

三　

塚　
　
　

東

副
委
員
長　

髙　

橋　
　
　

将

委　
　

員　

澤　

邉　

幸　

浩

委　
　

員　

佐　

藤　

範　

男

委　
　

員　

五
十
嵐　
　
　

勇

委　
　

員　

石　

川　

正　

運

委　
　

員　

佐　

藤　
　
　

悟

委　
　

員　

佐　

藤　

文　

男

委　
　

員　

佐
々
木　

嘉　

郎

　

我
が
家
は
、
私
と
主
人
の
二
人
暮
ら
し
で
す
。

二
人
の
息
子
は
市
外
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
近
所

を
見
て
も
一
人
暮
ら
し
二
人
暮
ら
し
の
家
庭
、
空

き
家
と
い
っ
た
現
状
が
近
年
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

都
会
を
離
れ
、
田
舎
に
移
住
す
る
人
も
、
新
聞

や
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
で
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

若
者
が
都
会
に
憧
れ
る
の
は
当
た
り
前
で
す
が
、

学
校
、
就
職
な
ど
で
栗
原
を
離
れ
て
も
、
ま
た
地

元
に
戻
っ
て
き
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
が
あ
れ
ば
、

帰
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
は
力
を
入
れ
て
頂
き
充
実
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
過
疎
化
問
題
を
始
め
、
商
店

街
農
業
後
継
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る

今
の
ご
時
世
で
す
が
、
よ
り
良
い
施
策
を
も
っ
と

ア
ピ
ー
ル
し
て
頂
き
、
高
齢
者
も
安
心
し
て
生
活

し
て
い
け
る
よ
う
な
栗
原
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

脳
の
活
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
ブ
ド
ウ
糖
は
、

体
内
に
大
量
に
貯
蔵
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
「
朝

の
脳
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
」
で
す
。
実
際
に
朝
食

を
取
っ
た
場
合
、
言
葉
や
図
形
配
置
を
思
い
出
す

ま
で
の
時
間
が
短
く
な
る
と
い
う
実
験
結
果
も
あ

り
ま
す
。
全
国
で
朝
食
抜
き
の
人
は
１
日
当
た
り

ざ
っ
と
１
０
０
０
万
人
。
欠
食
数
を
合
計
す
る
と

年
間
で
延
べ
62
億
食
に
上
る
と
い
い
ま
す
。
み
ん

な
が
朝
食
、
そ
れ
も
パ
ン
で
は
な
く
、
ご
飯
を
食

べ
れ
ば
、
40
％
し
か
な
い
食
料
自
給
率
も
上
が
る

で
し
ょ
う
。
主
食
用
米
の
自
給
率
は
１
０
０
％
な

の
だ
か
ら
、
１
食
３
０
０
円
の
支
出
が
あ
る
と
計

算
す
る
と
、
朝
食
の
市
場
規
模
は
約
１
兆
８
０
０

０
億
円
に
な
る
と
い
う
か
ら
、
体
に
良
い
ば
か
り

か
不
況
対
策
に
も
な
り
ま
す
。
朝
ご
飯
を
し
っ
か

り
食
べ
て
、
日
本
の
農
業
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。


